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第 2 章では，溶接応力の生成及び SR処理時の残留応力の変化を精度よく理論解析するため，材料
の力学的性質の温度及び塑性履歴依存性を考慮した高精度複合硬化熱弾塑性クリープ理論を展開して
いる。
































必要はほとんどないことを解明しているO 更に， SR処理後の残留応力を手計算程度で簡単に， しかも，
精度よく求めることができる近似推定法を開発している。
以上のように，本研究で新たに展開した厚板多層突合せ溶接応力に対する解析理論，解析法の有効性
を基本的に実験で検証しており，それらを適用して数多くの新しい重要な情報を得ている。更に，それ
らの SR処理時の過渡及び残留応力と SR処理条件との関連を解明したことは，今後，厚板溶接構造物
を建造し，その安全性を検討する上で極めて有用である。このように本論文は，溶接力学ならびに溶接
設計に貢献するところが極めて大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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